
（別紙３）

（対象者数） 0 （回答者数） 0

〜 2025年11⽉22⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・定期的な研修や外部研修の活⽤を強化し、職員の専
⾨性を⾼める施策を継続していく。

2
・毎回の療育中の⾯談だけでは時間に制約があるた
め、個別に⾯談の時間を設定するなど、よりご家族の
お話を伺う時間を確保する。

3
・対応マニュアルについてのご家族への周知を徹底す
るとともに、保護者待合室に⾒やすくまとめる等の⼯
夫をする。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・職員の資質向上のためのプログラムをさらに充実さ
せ、安⼼して⼊職できる環境を整備する。
・ボランティアや実習等を積極的に受け⼊れ、療育⽀
援の魅⼒が伝わるようにしていく。

2

・従来の⽀援の中でできる家族⽀援の形（親⼦で参加
できるプログラム）を考案する。
・地域で⾏われているペアレントトレーニングや講習
等の情報を整理し、わかりやすくご案内するようにす
る。

3

・保護者同⼠の交流について、ニーズの聞き取り調査
を⾏っていく。
・「弱み１」の改善と合わせて余剰時間を作り、会の
企画ができるようにする。

職員の総数

基準を満たした配置はできているものの、⼈員に余剰
がなく、ご利⽤者様の受け⼊れができていない。

・職員の定期的な採⽤ができていない。
・職員の定着のための取り組みが不⼗分。

家族⽀援プログラムの提供

お⼦様への⽀援に注⼒している分、ご家族や兄弟児へ
の⽀援については改善の余地があると感じる。

・家族⽀援のためのノウハウの不⾜。
・家族⽀援を⾏う時間や環境の整備不⾜。

保護者同⼠の交流の機会

保護者と事業所との接点は多い⼀⽅で、保護者同⼠の
交流の機会を作ることができない。

・どのような形での交流の機会にニーズがあるのかを
把握できない。
・⽇々の⽀援で⼿⼀杯となっており、交流の機会を作
る検討に時間を割くことができない。

ご家族からのニーズを聞き取りできる

療育の度にご家族とお話しする時間を作ることで、基
本的に週1回以上ニーズをお聞きする機会を確保でき
る。

・親⼦通所いただくことで⽀援の現場を毎回ご家族に
⾒ていただき、課題感の共有や次のアプローチ⽅法に
ついてしっかりと⽅向性を合わせる。

⾮常時の対応に備えている

各種対応マニュアル等を整備して⾮常時に備えたり、
ご家族も参加した防災訓練の実施をしたりできる。

・年間計画を策定して、計画的に⾮常時対応のための
研修や訓練を実施するようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ニーズに応じた⽀援の提供ができる

マンツーマンによる個別集中的な⽀援によって、⼀⼈
⼀⼈のニーズに応じた適切な⽀援の提供ができる。

・個別⽀援計画を意識した効果的な個別のプログラム
を提供できるよう、⽇頃より職員相互で連携してい
る。

○事業所名 ハッピーテラス⼗三駅前教室（児童発達⽀援）

○保護者評価実施期間 現在ご契約者なしのため実施なし

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年11⽉14⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年1⽉31⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

児童発達⽀援事業所における⾃⼰評価総括表公表


